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序　説

P－10およびP －99（製品名Yurimin ）は庵原農薬株式会

社で ユリミミズ フljj7・nod　ri　lus　spp．　の殺虫剤 とし て製 作

した薬剤 であるが，軟体動物，例えば ウスカワ マイ マイBrady

・＆x心・乙i　siebolぷαna ないしは魚類に 対して も 又相

当高い毒性を示 す （庵原農薬研究所 ，　1963）こ とから，

日本住血吸虫の 中間宿主 ミヤイ リ ガイ　Oncomelanianosoph

ωl＝囗 こ対し ても或る程度の殺貝効果があるか も知

れない とい う予 想のもとに，その殺貝効果の野外試験 を

試みた．

方　法

本試験に用い たP －10およびP －99　（Yurimin ）はい づれ

も庵原 農薬株式会 社の提 供に依っ た．

P－10の化学成分は3 －nitro－5－bromo－4・hydroxy－4’－chlo－roazobenzene

，　Ci2H703NjBrCl 　（第1 図）， 黄色針状 の結
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第1 図　P－10 の化学式叉 び化学構造式

晶 で，　molecu】ar　weight　は356 ．　547，　melting　point

は190 ～191°C，　P －99の 化 学成 分は3 ，　5－dibromo－4－hydro

χy－が一nitroazobenzene，　C12H7O3N3B1 －2　（第2 図），

赤 色針状 の結晶 でmolecular　weight　は401 ．033，　melti－

‘ng　point　は207 ．5～209 ．2°C，両者共ethy ］alcoho］，m －

・ethyl　alcohol，　ethyl　ether，　acetone，　benzene にはよく溶
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第2 図　P －99　（Yurimin ）の化 学式 及び化学構 造式

解するが，水には殆ん ど不溶であ る．

本試験に用い たものは何れ もそ の5 ％粉 剤であ る．粉

剤は比較的容易に水でsuspension となる．

試験は1963 年10 月に，山梨県中巨摩郡 八田村 野牛 島

地内のミヤイ リガイ棲息地で行 なっ た．試験地 は水田の

灌漑用小溝渠で，土質 は砂壌土，上流 に若干 の雑草 が溝

底にまで生 育してお り，中流に若干 のyjヽ礫 が散 在し てい

た．

試 験地は上 流から5m2 毎に区劃を 設け土盛を して各

区 間の通水阻止 を図っ た．

散布 薬剤はP －10，　P－99およびそ の 対 照とし て現在殺

貝剤 とし て実用されつつあ るNaPCP 　（武 田）で，P 剤は

夫々1m2 当り1 ．25　9，　2．5g，　5g，　10g お よび20g を

散布，　NaPCP は同面 積当り2 ．5g，　5g および10g と

し，各区に 散布す べき全 量を水14X で，P 斉ljはsuspen －sion

としNaPCP は水溶液 とし 如露を もっ て 均等に散

布した．

薬剤散布前に各区1p 内のミヤイ リガイ の密度お よび

自然死亡率を検し，各殺貝剤 の殺貝効果 の対照 とし た．

効果調査は散布後第4 日，第7 日，第14 日お よび 第21

日の4 回之を行ない，洛 区1p 内の貝 の全部を採取し，

破 砕法によっ て生死を検した．
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本試験の実施中， 薬剤散布後 第6 日に約70 　mm の降

雨 があり，このため各区土盛を越える程の通水 があ り，

就中P －99お よびNaPCP 試 験区の一部は流失した．

成　績

P－10の殺貝効果は第1 表に示す とお りである．

散布量1 ．25　g／m2　では貝の死亡率は何れ の時期におい

ても50 ％以上には 達し なかっ たが，　2．5　g／m2　散布 では

第14 日後に2 試験区に おいて夫々67 ％ および58 　％，

第21 日後 には夫々71 ％，　61％，　5　g／m2散布 では第14

日以 後はいづれの時期におい ても60 ％以上，就中 第n

区において は第21 日後に88 ％ の死亡率 が認 められた．10

g／m2　お よび20　g／m2　散布の場合には10　g／m2　散 布（第1

表第12 区）で第14 日後 に46 　％　（後述）の他はい づれも75

％以上，時 として100 ％の死亡率 を示し た．これに対

しNaPCP は2 ．5　g／m2　で第14 日以 後約70 ％，　5　g／m2

で第14 日後に60 ％，第21 日後t79 ％，　20　g／m2　で第14

日以後80 ～90 ％の殺貝 効果 が認められた．　なお第1

表第14 ～16 区 のNaPCP の散布は い づれも前述降雨の

ため流 失し た．こ のうち10　g／m2散布量で第21 日後に79

％の貝の死 亡が認められた．

P－99の殺貝効果 は第2 表に示 すご とくであるが，うち

第1 区 から第13 区までについ ては，本剤1 ．25　g／m2散布

の場合，2 試験区において夫々第14 日後に は79 ％およ

び59 　％，第21 日後には61 ％お よび45 ％ の死亡率 を示

し，2　g／m2散布では同様2 試験区 に おいて夫々第14 日

後に65 ％および37 ％，第21 日後に は57 ％お よび58

％の死亡率であっ た．　5　g／m2　の散布量で は夫々第14 日

後に75 ％および28 　％　（後述），第21 日後に は84 ％およ

び17 　％　（後述），10　g／m2散布では夫々第14 日後 に74 ％

および63 　％，第21 日後に98 ％ お よび100 ％ の死亡率

が認 められ，20　g／m2　散布では何れの区にあって も第14

日以後95 ％前後 の殺貝効果 が認 められた，第2 表 第14

区以下 は 前記降 雨のた 流失し たが，　P－99の散 布量10　g／m2

の場合，第21 日後に59 ％，同20　g，／m2　で第14 日後

に73 　％，第21 日後に76 ％の貝が致死し た．　NaPCP に

つい てはP －10の 場 合と 同一で あるので 記載を 省略す

る．

考　按

P－10のミヤイ リガイ に対 する 殺貝 効果 は，　2．5　g／m2以

下 の散布量では，時 としてはか なり高い殺貝効果 を示す

場合もあるが，散布量乃至は散布後 の時 間的経 過と殺貝
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効果の関連性 が乏し く，効果発現 にむらが多く，5　g／m？

以 上の 散布量 をもっ て 始 めて効果 に 安定性が 生じ て来

る．第1 表第12 区（10　g／m2散 布区）で第14 日後に死亡

率が46 ％に留 まっ だのは， 降雨 のた め同区 の 一部が土

砂で埋没し たためで， 第21 日後に それ を避け て調査を

行 なっ た結果 では死亡率は100 ％であっ た．

こ れに対しNaPCP は実用に 際して の 所 謂散布規定

量5　g／m2　をもっ ておお むね60 ～80 ％の死 亡率を示し て

いる ．両 者を比較した場合，　P－10に効果 の安定性 を求 め

且つNaPCP と同等の殺貝効果 を期待 する うえ には，

同 剤の5　gym2程度 の散布 が必要 であ ると思考 され る．

一方 ，　P－99のミヤイ リガイに対す る殺貝効果 も又2 ．5g

／m2以 下の散布量で はよし 局部的には高い殺貝効果 を示

そ うと 乱 全体的にはP －10と同 様効果 発現に む らが多

く5　g／m2　以上 の散布 量で 効果 は安定するに至 る． ただ

し ，第2 表第n 区（5　g／m2　散布）で殺貝効果 が殆 んど認

められなかっ た のは，同区 が試 験地付近 の住民 によっ て

殆ん ど全部 の泥 を浚渫 されたためである ．

これ とNaPCP の殺貝効果 を 比較する に， 両 者 とも5

gym2 の散 布量 で同程度の，而も安定し た殺 貝効果が認

められる．

前述 のご とく，　NaPCP の実用に際して の散布規定量

は5　g／m2　であ り，こ れによっ て例年おお むね80 ％前後

の殺 貝効果 を収 めてい る（飯島，　1960） 点と，本試験 のNaPCP

の殺貝効果 を併せ考える と，　P －10ないし はP －99

を実 用す るに当っ てば，い ずれ も散布 量はその5 ％粉

剤の5　g／m2　を もっ て 規定量 とし て支障 なかろ うと 考え

る．

P－10およびP －99の 殺貝効果 は 散布後 第14 日に 発現

し始 めたように見えたが，再三述 べたように，第6 日後

に約70mm の降雨があ り， 翌 第7 日後 の 調査 では貝の

死亡率 は著し く低下し，何れ の区 におい て も散 布前 の自

然死亡率 と有意の差は 認 められ なくなっ た．第14 日 の

調 査では死 亡率は再び上昇し たが，本 剤の殺貝効果 の発

現 の時 期等については改 めて検討 を行ない たい ．

更 に言えば，薬害 につい てはP －10，　P－99とも軟 体動

物，魚 族に対して はNaPCP と同程度 の毒性 を 有す る

（第3 表）ようであ るが，農作物乃至は昆 虫類 に対 して はNaPCP

の毒 性が著しく高い のに比し，本 剤は両者 とも

殆ん ど無害 である（庵原農薬研究所，　1963） とい う． こ

の点NaPCP は散布時期に おいで 相当の 制約を受け る

のに対しP －10，　P－99はその時期を選ばず 散布を行 なう

こ とが出 来る．又立地条件の如 何に よっ ては空中 散布等

（71 ）
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殺貝効果 の野 外試験成績
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殺 貝 効 果 の野 外 試験 成 績
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対　　 象

ミヤイリガイ

魚　　　 類

第3 表　P －10，　P－99お よびNa －PCP の毒性

P－10

撒布規 定量5　g／m2

キ
ン ギョ（24時 間）LC500
．2～2 ．0　ppm　（庵原）

3。　哺　 乳　 類　マウ ス（経口）30 ～100mg
／kg　（庵原）

4。 草
本　無い～殆 んどない

（庵原）

P－99

撒 布規定量5　g／m2
キ ン ギ ョ（24 時 齠

コ　　 イ（　 ／／　
：

“killifish ”（　 ／／　1

（ 庵 原 ）

マ ウ ス（経 口 ）

有 効 成 分LDso5

％ 粉 剤　XX

無い～殆ん どない
（庵原）

の 方 法 等 も 不 可 能 で は な い・

価 格 に つ い て言 え ば ，　P －10は 未 だ 試 作 の 段 階 に あ る

が ，　P －99は 既 に量 産 市販 さ れ てお り（商 品 名Yurimin 　；

同 剤 の5 ％ 粉 剤 ）， そ の 価 格 はNaPCP が1kg 当 り300

円 程 度 で あ る に 比 し ， 本 剤 は360 円 で両 者 に 著 し い ひ ら

き は ない ．

反 面 ， 本 剤 は 水 に 難 溶 で あ り ，散 布 に 当っ て は 懸 濁 液

とし な け れ ば な らず ， こ のた め作 業 が精 々繁 雑 に な る懸

念 な し とし ない ．

以 上 の諸 点 を勘 案 す る に ，　P－10，　P－99就 中 後 者 は 十 分

実 用 価 値 の 存す る新 殺 貝 剤 と云 うこ と が出 来 る ．

尚 ， 実用 に際 し て の 基 本 的 術式 はNaPCP の そ れ に

準拠 し て之 を 行 な う べ き で あ る ．

要　 約

1 ．　新 殺 貝 剤P －10（3 －nitro－5－bromo －4－hydroxy －4’－chlo－roazobenzene

），　P・99　（3 ，　5－dibromo －4－hydroχy－が－nitroazo－benzene

）の 日 本住 血吸 虫 中 間 宿 主 ミ ヤ イ リ ガ イ の 殺 貝 効

果 の 野 外 試 験 を 行 なっ た ．

LC50　0．825　ppm
／／　0．16　ppm

”　0．2－2．　Oppm

167 ．9　mg／kg1659

．　mg ／kg

NaPCP

撒布規定量5　g／m2

非常に 強い（WHO ）

致死 量0 ．2－0．5ppm（　8時間）
（Monsanto ）

ラッテ（経口）LD50　40－90　mg／kg

3．9－10　mg／Dayで10－28W 生存
（WHO ）

ウ サギ
（経皮 ）LD50　40－90　mg／kg

（経口）　／／　70－160　mg／kg
（WHO ）

イタ（経口）　3．9－10　mg／Day　で10－28W
生存

水 で うす めると弱い が8 ～10　g／m2　で
焼けたよ うに なる

（WHO ）

2．　両者 とも散布量5　g／m2　をもってNa　PCP　 の実用

の際の散布規定量5　g／m2と同等 の殺貝効果 を認 めたこと

から，本剤の実用の際の散布規定量 も又5　g／m2とするこ

とが出来 る・

稿 を終え るに当 り懇切 な御 指導を賜 った国立予防衛生

研究所 寄生虫 部長 小宮義孝博士，研 究上の便宜 を与え ら

れた庵原農薬株式 会社 の各 位に深 謝を表す る．
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STUDIES　ON　MOLLUSCICIDES

1×FIELD　TRIALS　WITH　TWO　NEW　MOLLUSC にIDES，　P－10AND

P。99，　AGAINST　ONCOMELANIA　NOSOPHOf ？A，

AN　INTERMEDIATE　HOST　OF　SCHISTOSOMA

jA尸ONyCUM　IN　JAPAN

TOSHIHIKOII 」IMA，　Yoich 囗TO

（Depart・xzaか ザ フ・azs・・tology，　National　Institute　of　Health，　Tokyo　g。id

Yamtn ・ds辰 乃－efectural召hygiene£aborato・3’，尺ofu，　Jlび＞a？i）

＆

KAORU　SASAMOTO ，

（＆・cZ加。of 　Vocati〇rial　Kducaだθ。，　Yama 。ashi び，函・ersiり・，尺：6φ 。 五，芦田）

1．　Field　trials　with　P－10　（3－nitro－5・bromo－4－hydroxy－4’－chloroazobenzene，　Cuf^ OaNgBrCl ）and

P－99　（3，5－dibromo－4－hydroχy－4’－nitroazobenzene，　C12H7　03　N3　Bn）　were　performed　againstO

・c76。telania。osophora　in　Hatta　Village　in　Yamanashi　Prefecture，　and　their　molluscicidaleffects　were　compared　with　NaPCP

．

2．　In　order　to　obtain　the　same　molluscicidal　effect　as　the　dose　of　5　g／m2　NaPCP ，　whichhas　been

adopted　as　the　standard　dose　in　the　endemic　areas　in　Japan，　it　would　require　a　doseof　l　g

／m2　for　both　compounds．

3．　The　price　of　P－99　（￥360／kg）　is　almost　same　to　that　of　NaPCP　（￥300／kg）。

4．　P－10　and　P－99　were　proved　to　show　a　strong　piscicidal　effect　on　almost　all　kinds　offresh　water　fishes　but　no　remarkable　phytoto

χ1C　effect．

5．　Judging　from　the　present　data，　both　compounds　would　be　able　to　apply　in　the　丘eldto　control

Oncomelania　snails．

（　75　）
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